
小学校の各教科等の重点 

国 

語 

目指す子供の姿 
○日常生活に必要な国語の知識や技能を身に付け、適切に使うことができる。 

○「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」に関する活動において、目的や意図に応じて、

必要な情報を選び、他者と伝え合うことを通して、自分の思いや考えをもったり、まとめたり、

広げたりして、表現することができる。 

○課題解決に向けて活動に粘り強く取り組むなかで、言葉を通じて人と関わり、言葉がもつよさ  

を認識しようとしたり、言葉をよりよく使おうとしたりしている。 

目指す子供を育成するための教師が取り組む具体的な実践内容 
①育成を目指す資質・能力を明確にし、実施状況を評価して改善を図りながら、子供一人一人に最

適な学びを重ねていく場の設定 

 ◇振り返りやアンケート、学力調査等を活用し、子供一人一人のつまずきを捉えて指導する。  

 ◇国語科で育成した資質・能力を他教科等の学習に生かすことができるように、教科等横断的 

な学習の充実を図る。 

②「知識及び技能」と「思考力、判断力、表現力等」を関連させ、言語活動を通して資質・能力を

育成する単元の構想と展開 

  ◇語彙の量と質の充実を図るために、読書活動の推進や実生活に関連した言語活動を取り入れる 

    などして、語句を蓄積することや蓄積した語句を意図的に使わせることに、継続的に取り組む。 

◇目標と言語活動の設定の工夫、学習の手引きや多様なモデルの提示等により、言葉による見方・

考え方を働かせながら、考えを形成したり、課題を解決したりする過程となるよう工夫する。 

◇ＩＣＴを効果的に活用するなどして、他者と協働し、主体的に学習を進める過程を設定する。 

◇子供の実態を的確に捉え、実態に即して、学習過程を弾力的にし、螺旋的・反復的に繰り返し 

たり取り立てたりして指導する。 

◇「徳島版読解力」の５つの力を意識して、発問や指示の工夫をしたり、学習活動を設定したり 

する。    

③身に付けた資質・能力や学習内容をＩＣＴ活用等により自覚化を図る指導の充実 

  ◇多様な学習の記録（ノート、成果物、映像等電子データ）が生まれるように工夫する。 

  ◇書くことによる振り返りをしたり、ＩＣＴの利用等により考えを共有したりすることで、学 

びを深めさせる。 

 

社 

会 

目指す子供の姿 
○地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史や伝統と文 

化を通して社会生活について理解しているとともに、様々な資料や調査活動を通して情報を適切

に調べまとめている。 

○社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把握して、そ

の解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したり、考えたことや選択・判断したことを適切

に表現したりしている。 

○社会的事象について、国家及び社会の担い手として、よりよい社会を考え主体的に問題解決し

ようとしている。 

目指す子供を育成するための教師が取り組む具体的な実践内容 
①児童が学習問題を把握し、その解決へ向けての見通しをもてる学習活動の充実 

 ◇単元を通した学習過程を構成し、動機付けや方向付けを重視する。  

 ◇学習内容・活動に応じた振り返りの場面を設定し、振り返りを次時の見通しにつなげる。 

②児童が学習問題を追究する中で自分の考えを広げ、深める学習活動の充実 

 ◇社会科の特質に根ざした追究の視点を生かした問いを設定する。 

 ◇「社会的な見方・考え方」を働かせた多角的な考察場面や社会に見られる問題の解決に向けた

選択・判断場面を位置付ける。 

③児童が情報を読み取り、取捨選択し、解釈・活用する学習活動の充実 

 ◇「徳島版読解力」を育成する場面を単元を通した学習過程に位置付ける。 

◇「徳島ＩＣＴ活用モデル」を参考に１人１台端末等を効果的に活用した授業を展開する。 

 


